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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第１四半期 1,760 △22.3 120 △32.1 122 △38.2 79 △33.6

2022年12月期第１四半期 2,265 12.5 178 △44.7 197 △39.8 120 △44.7

（注）包括利益 2023年12月期第１四半期 78百万円（△49.3％） 2022年12月期第１四半期 155百万円（△43.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第１四半期 23.91 －

2022年12月期第１四半期 35.48 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年12月期第１四半期 5,302 3,775 71.2

2022年12月期 5,322 3,806 71.5

（参考）自己資本 2023年12月期第１四半期 3,775百万円 2022年12月期 3,806百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 － － － 22.50 22.50

2023年12月期 －

2023年12月期（予想） － － 22.50 22.50

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 7,664 △3.7 529 8.9 544 3.6 349 0.7 105.06

１．2023年12月期第１四半期の連結業績（2023年１月１日～2023年３月31日）

（注）「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期１Ｑ 3,427,200株 2022年12月期 3,427,200株

②  期末自己株式数 2023年12月期１Ｑ 105,092株 2022年12月期 79,292株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期１Ｑ 3,339,021株 2022年12月期１Ｑ 3,387,733株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料P.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料P.２「１．当四半期決算に関する

定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

　四半期決算説明資料については、当社ウェブサイトに掲載しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に弱めの動きが見られるものの、新型コロナウイルス感

染症の抑制と経済活動の両立が進むもとで、持ち直していると見られます。しかしながら、海外で進む金融引き締

めによる信用不安から経済の停滞を招くとの懸念が持たれ、依然不透明な経済状況にあります。また、鉄スクラッ

プ等の資源価格については、国内の生産活動の持ち直しが進まず、また海外需要の停滞もあり、鉄スクラップ価格

は前年同期を下回る水準で推移しております。

　このような経済状況の下、当社グループは、新規営業を継続し、解体・環境・金属の各事業が総合的にニーズを

探り出し、解体事業及び、工事現場から発生するスクラップの買取り、産業廃棄物収集運搬・中間処理サービスを

提供する「ワンストップ・サービス」をさらに推進させております。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,760,014千円（前年同期比22.3％減）、営業利益

は120,973千円（同32.1％減）、経常利益は122,380千円（同38.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

79,865千円（同33.6％減）となりました。

各セグメント別の状況は下記のとおりです。

＜解体事業＞

　解体工事については、完工件数は52件と前年同期と同水準となりました。大型案件が減少したことにより収益が

軟調となりましたが、複数の大型案件の着工に向けた準備を進め、また大型案件の受注活動に注力しました。

　以上により、売上高は275,436千円（前年同期比32.3％減）、営業利益は2,729千円（前年同期比91.5％減）とな

りました。受注残高については、工事の進捗度に応じてすでに売上計上された部分を除き452,329千円となりまし

た。

＜環境事業＞

　産業廃棄物処理受託の取扱量は5,910トン、再生資源販売の取扱量は3,942トンと堅調に推移しました。当第1四

半期連結累計期間においては資源価格が前年同期を下回ったものの、高付加価値案件があったことも寄与し、伸長

しました。

　以上により、売上高は460,702千円（前年同期比15.4％増）、営業利益は82,985千円（前年同期比51.9％増）と

なりました。

＜金属事業＞

　解体由来の鉄スクラップの取扱いが減少したこと等から、スクラップの取扱量は13,158トンと軟調に推移しまし

た。鉄スクラップ等の資源価格については、前年同期を下回り、減収・減益となりました。

　以上により、売上高は1,023,875千円（前年同期比29.8％減）、営業利益は35,258千円（前年同期比61.4％減）

となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は5,302,316千円となり、前連結会計年度末に比べて19,898千円減

少しました。流動資産は、現金及び預金が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べて95,358千円減少の

2,814,720千円となりました。固定資産は、建物及び構築物の増加等により、前連結会計年度末に比べて75,459千

円増加の2,487,596千円となりました。

（負債の部）

　当第１四半期連結会計期間末における負債は1,526,489千円となり、前連結会計年度末に比べて11,190千円増加

しました。流動負債は、買掛金の増加等により、前連結会計年度末に比べて12,632千円増加の1,091,997千円とな

りました。固定負債は、長期借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べて1,441千円減少の434,492千円とな

りました。

（純資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、自己株式の増加等により、前連結会計年度末に比べて31,089千

円減少し、3,775,826千円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年12月期の連結業績予想につきましては、2023年２月14日に公表しました業績予想から変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,890,779 1,830,700

受取手形、売掛金及び契約資産 818,010 757,423

商品及び製品 2,872 4,732

仕掛品 7,566 24,656

原材料及び貯蔵品 105,804 117,941

未成工事支出金 26,786 14,831

その他 58,362 64,576

貸倒引当金 △104 △143

流動資産合計 2,910,078 2,814,720

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 281,682 349,340

機械装置及び運搬具（純額） 514,001 512,993

最終処分場（純額） 68,234 67,763

土地 856,650 869,768

リース資産（純額） 128,377 121,061

建設仮勘定 2,835 2,189

その他 29,423 34,758

有形固定資産合計 1,881,204 1,957,874

無形固定資産

その他 37,558 35,260

無形固定資産合計 37,558 35,260

投資その他の資産

投資有価証券 370,158 368,666

保険積立金 104,478 106,188

繰延税金資産 － 3,290

その他 18,737 16,316

投資その他の資産合計 493,374 494,461

固定資産合計 2,412,136 2,487,596

資産合計 5,322,215 5,302,316

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 335,706 395,829

工事未払金 56,435 60,968

短期借入金 100,000 100,000

１年内返済予定の長期借入金 167,785 157,376

リース債務 37,442 28,773

未払金 80,717 84,578

未払法人税等 70,009 47,418

契約負債 31,561 6,410

賞与引当金 15,859 45,282

その他 183,849 165,360

流動負債合計 1,079,364 1,091,997

固定負債

長期借入金 34,534 23,105

リース債務 54,611 58,782

繰延税金負債 14,393 16,631

役員退職慰労引当金 289,097 294,230

退職給付に係る負債 13,792 12,942

資産除去債務 29,505 28,800

固定負債合計 435,934 434,492

負債合計 1,515,298 1,526,489

純資産の部

株主資本

資本金 130,598 130,598

資本剰余金 945,418 945,418

利益剰余金 2,771,002 2,775,539

自己株式 △110,240 △144,622

株主資本合計 3,736,778 3,706,932

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 70,138 68,894

その他の包括利益累計額合計 70,138 68,894

純資産合計 3,806,916 3,775,826

負債純資産合計 5,322,215 5,302,316
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 2,265,273 1,760,014

売上原価 1,865,946 1,416,093

売上総利益 399,326 343,921

販売費及び一般管理費 221,088 222,947

営業利益 178,238 120,973

営業外収益

受取利息 15 15

受取配当金 30 30

受取手数料 1,028 1,068

受取保険金 18,576 －

その他 2,018 1,515

営業外収益合計 21,668 2,629

営業外費用

支払利息 1,280 899

支払保証料 436 －

自己株式取得費用 110 323

その他 123 －

営業外費用合計 1,951 1,223

経常利益 197,956 122,380

特別利益

固定資産売却益 3,599 1,400

特別利益合計 3,599 1,400

特別損失

固定資産除却損 90 1,706

特別損失合計 90 1,706

税金等調整前四半期純利益 201,466 122,073

法人税等 81,248 42,208

四半期純利益 120,217 79,865

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 120,217 79,865

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

四半期純利益 120,217 79,865

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 34,969 △1,244

その他の包括利益合計 34,969 △1,244

四半期包括利益 155,187 78,620

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 155,187 78,620

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用しております。

（会計方針の変更）

　　　（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　　　　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27

－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を、将来にわたって

適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

四半期連結損
益計算書計上
額（注１）解体事業 環境事業 金属事業 計

売上高

一時点で移転される財・

サービス
137,086 399,386 1,458,953 1,995,426 － 1,995,426

一定の期間にわたり移転され

る財・サービス
269,846 － － 269,846 － 269,846

顧客との契約から生じる収益 406,933 399,386 1,458,953 2,265,273 － 2,265,273

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 406,933 399,386 1,458,953 2,265,273 － 2,265,273

セグメント間の内部売上高

又は振替高
89,144 84,580 9,172 182,897 △182,897 －

計 496,077 483,966 1,468,126 2,448,171 △182,897 2,265,273

セグメント利益 32,267 54,635 91,335 178,238 － 178,238

（セグメント情報）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）　１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　２．収益認識に関する会計基準の適用指針第95項に定める代替的な取扱いを適用することにより、完

全に履行義務を充足した時点で収益を認識している工事契約については、一時点で移転される

財・サービスに含めています。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

四半期連結損
益計算書計上
額（注１）解体事業 環境事業 金属事業 計

売上高

一時点で移転される財・

サービス
147,844 460,702 1,023,875 1,632,423 － 1,632,423

一定の期間にわたり移転され

る財・サービス
127,591 － － 127,591 － 127,591

顧客との契約から生じる収益 275,436 460,702 1,023,875 1,760,014 － 1,760,014

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 275,436 460,702 1,023,875 1,760,014 － 1,760,014

セグメント間の内部売上高

又は振替高
18,097 83,563 12,753 114,413 △114,413 －

計 293,533 544,265 1,036,628 1,874,427 △114,413 1,760,014

セグメント利益 2,729 82,985 35,258 120,973 － 120,973

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）　１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　２．収益認識に関する会計基準の適用指針第95項に定める代替的な取扱いを適用することにより、完

全に履行義務を充足した時点で収益を認識している工事契約については、一時点で移転される

財・サービスに含めています。
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